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自動車の電動化などにより需要が高まっている小型且つ複雑形状の銅部品への対応のため、金属粉末射出成形法による

純銅製部材製造技術を開発する。

純銅における焼結体相対密度 95％以上を達成する金属粉末射出成形条件を見出すため、高密度化に関連する脱脂領域

及び焼結領域での制御因子の寄与度を把握した。これらのパラメータを基に、機械学習であるベイズ最適化を実施し、ベ

イズ最適化による３回目の実験で、目標となる相対密度 95%以上（圧延されたタフピッチ銅実測密度を基準）を達成した。

これらにより、酸化及び内部空隙が少ない、純銅の金属粉末射出成形条件を見出した。
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